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ネブタ流し （７月31日）

８月15日現在
市の社会福祉事業、善意銀行、
教育事業などに、次の方々から
ご寄付がありました。(敬称略)

ありがとうございました
(故) 河合　克己（田中町）
　　滑川蒲鉾株式会社
　　  取締役社長  本吉  重和
　　松井　信博（高　塚）
　　松嶋　億栄（河端町）
　　中川　茂幸（上　島）
　　正源寺　正（神明町）
　　成瀬　俊彦（中　村）
　　東原　　茂（上小泉）
(故) 石倉　　清（笠　木）
(故) 草野　フミ（上小泉）
(故) 金川　典子（上小泉）
　　福祉ほたる
　　守内　清ニ（下小泉町）
　　山下　弘外（辰　野）

 人口と世帯　  18.8.1現在
人　口　34, 175（前月比 ‐19）
　男　　16, 526（前月比 ‐10）
　女　　17, 649（前月比 ‐ 9）
世帯数　11, 102（前月比 ‐ 4）

ー 7月中の異動 －
転入　69　　出生　26
転出　96　　死亡　18

 滑川市内の交通事故状況
今　年
（8/15現在） 昨年同期

事故件数 １２１件 １１５件

死　　者 ２人 ０人

負 傷 者 １５０人 １４０人

ま ち の
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石井知事のタウンミーティング（７月30日）

滑川薪能 （８月４日）

谷 ふささん百歳のお祝い（８月25日） モーツァルト生誕 250年記念コンサート（８月20日）

　谷　ふささん（四間町）が、満 100 歳の誕生日を迎えられ、市長
より祝い状と記念品目録、花束などを手渡されました。いつまでも
お元気で。

　「石井知事のタウンミーティング」が西地区コミュニティホールで
行われ、「明日の富山県を語ろう」と題して市民と対話しました。
　市民から活力、未来、安心の三本柱について質問や意見が出され、
知事は「滑川市の観光モデルルートを提案してほしい」「北陸新幹線
建設では、並行在来線が今まで以上に便利になるようにしっかり取
り組みたい」などとに回答しました。

　夏の夕暮れに、幽玄の世界へ誘う「滑川薪能」が、滑川駅前中央公
園で開かれました。
　素

すうたい

謡、独吟、連吟、仕舞、独調が演じられた後、火入れの儀で火を
焚き、仕舞、舞囃子、狂言、能と舞台が繰り広げられました。

　国の重要無形民俗文化財に指定されている「ネブタ流し」が和田の浜で
行われ、けがれや眠気をはらう大たいまつ９基が海に送り出されました。
　地元の中川原、常盤町１・２・３区、吾妻町の各町内や寺家小の児童た
ちの手によって作られた大たいまつは、点火後海に押し流され、赤々と燃
え上がる炎を海面に映し出しました。

　モーツァルト生誕 250 年を記念したコンサートが市民会館大ホールで行われました。
　第Ⅰ部では、滑川市出身の川崎嘉昭さん（テノール）と吉森祐也さん（バス）ら３人のソリストが、歌劇「バ
スティエンとバスティエンヌ」で歌と演技を披露しました。
　また、第Ⅱ部では４月に結成された約 90 人の市民合唱団が、「とやまレディースオーケストラOASIS」の
演奏で、滑川市出身の福田光太郎さん（バス）ら４人のソリストとともにミサ曲「戴冠ミサ」を高らかに歌い
上げ、聴衆から大きな拍手が送られました。


